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研究成果の概要（和文）：病院で6種以上の薬剤を内服し2種以上減薬した患者を対象に、QOL（EQ-5D）、転倒リ
スク（FRI-21）、眠気（JESS）等の変化を調査した。全入院患者の持参薬は平均6.9種、6種以上は56.6％であっ
た。対象患者45名の解析では、減薬でQOLは0.740から0.839、健康は67.4から79.0、転倒は9.9から8.2に改善し
た。減薬は患者のQOL改善と安全に繋がることが示唆された。
6種以上内服で減薬可能な患者が10％の場合、わが国で節減可能な薬剤は月17億8千万円、医療費は年2,071億円
（国民医療費の0.48%）と推計された。ポリファーマシーの改善は医療費節減に寄与することが判明した。

研究成果の概要（英文）：We investigated the change of QOL (EQ-5D), fall risk (FRI-21), sleepiness 
(JESS), etc. for patients who took six or more kinds of medicines and reduced two or more kinds in a
 university hospital. The number of all inpatients' medicines was an average of 6.9, and the 
inpatients who took six or more kinds were 56.6%. We analyzed the data of 45 patients (75.1 y.o. on 
average）, QOL, health condition and fall risk had been improved from 0.740 to 0.839, from 67.4 to 
79.0 and from 9.9 to 8.2 accordingly. It is suggested that reduce of intake medicines leads to a 
patient's QOL improvement and assurance of medical safety. 
If the 10 per cent of patients who took six or more kinds of medicine, could reduce two or more 
kinds, 1,780 million yen of drug cost could be economized monthly, that is, 207,100 million yen (0.
48% of national medical expenditures) was estimated to be reduced annually. It became clear that the
 improvement of polypharmacy contributed to reduction of medical expenditures.

研究分野：医療管理学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
複数の疾病を有し、多くの薬剤を服用する患者が増加しており、ポリファーマシーによる有害事象を防ぐための
効果的な対策が急務となっている。本研究は、ポリファーマシーの改善と患者のアウトカムの変化との関係を明
らかにしたものである。結果から、ポリファーマシー対策としての減薬は、患者のQOL改善と安全に繋がること
が示唆された。
一方、ポリファーマシーは患者負担や医療財政の面でも大きな課題となっている。本研究では、ポリファーマシ
ーによる患者と医療財源の損失額について推計した。結果から、減薬は医療費節減に寄与することが判明した。
これらの結果は、臨床現場および行政におけるポリファーマシー対策に資すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) ポリファーマシー（多剤処方、不適切処方）は、薬剤の副作用・相互作用による有害事象や

医療事故、薬剤依存の発生や服薬アドヒアランスの低下を招きやすく、患者負担の増大や医療財

源の逼迫にもつながることから、世界的に大きな問題となっている。英国の報告では、過去 10

年間に一人あたりの平均処方薬剤数は 54％増加し、5、10 種類以上の薬剤の処方を受けた患者

は、各 12％から 22％に、2％から 6％に増加している。米国では、外来での薬剤に起因する有害

事象の発生は年間 430 万件を超えるとされる。また、特に 10種類以上の薬剤を服用する患者の

死亡率は、性・年齢・IADL で補正しても高いとされる。 

 

(2) ポリファーマシーが生じる原因は、①患者、特に高齢患者が複数の疾患を抱えており、疾病

ごとに投薬がなされること、②薬剤の適応・用法の根拠が不十分なこと、効果が十分に評価され

ずに長期間投与され続けること、③薬剤の副作用に対して別の薬剤が投与される「処方のカスケ

ード」が生じること、④複数の診療科・医療機関で処方された薬剤・用量について、医療機関同

士の情報伝達が不完全であること、⑤患者が必要以上に薬剤を求めることや、医療側に服薬・残

薬の状況、市販薬・サプリメント利用の状況を十分に伝えないことなどがある。上記①、②に関

し、個々の疾病の薬物治療には標準医療に向けた学会等のガイドラインがあるが、様々な併存症

のある患者への対応について格別の記載はないことが多く、各ガイドラインに沿うだけでは、複

数の疾患を抱える患者は容易にポリファーマシーに陥る恐れがある。また、薬剤の適正使用に関

するガイドラインでは、いつ投与を中止するかについての記載が少ないこともあり、生活習慣病

等では同じ薬剤・用量が相当の長期にわたり投与し続けられることが多い。 

 

(3) 薬剤の適正処方に関して、英国では NHS から、具体的な薬剤ごとに処方の目的、必要性、効

果、安全性、費用対効果、患者アドヒアランスの 7 段階を点検する医療者向けのガイダンス

（Polypharmacy guidance, 2015）が提示されている。ポリファーマシーに対応するツールとし

ては、Beers 基準、STOPP 基準、START 基準がある。また、米国、カナダ、英国、オーストラリ

ア等では、ほぼ全ての専門学会が主導する「Choosing Wisely（賢い選択）」運動で、エビデンス

に基づいて無駄な医療（投薬）を行わないためのガイドラインづくりが進んでいる。 

 

(4) 一方、ポリファーマシーの改善がなぜ必要かについて、これまでのところ十分なエビデンス

は得られていない。このため、ポリファーマシー対策の意義が認識されているとしても、臨床現

場で十分な対応がなされているとは言いがたいのが現状である。本研究は、ポリファーマシー対

策の重要性、緊急性を医学面および経済面から検証するものである。 

 

２．研究の目的 

(1) ポリファーマシーは薬剤の副作用・相互作用による有害事象や薬剤依存の発生、服薬アドヒ

アランスの低下を招きやすく、患者負担の増大や医療財源の逼迫にもつながることから、その対

策は焦眉の急となっている。一方、ポリファーマシーの改善がなぜ必要かについて、これまで十

分なエビデンスは得られていない。本研究は、ポリファーマシーの改善と患者のアウトカムの変

化との関係を、新たな前向き研究で明らかにしようとするものである。 

 



(2) ポリファーマシーによる患者と医療財源の損失についてシステムモデルを用いて推計し、

対策の意義を医療経済の観点からも明らかにし、ポリファーマシーの改善、予防の実際的な方策

を提示することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 地域の中核的病院で 6 種類以上の薬剤を内服する患者で 2 種類以上の減薬が行われた患者

を対象に、減薬により QOL（EQ-5D）、転倒リスク（FRI-21）、眠気（JESS）などの変化を調査し

た。診療録からは傷病名、治療経過、薬剤名等の情報を収集した。調査は倫理委員会の承認を得

て実施した。 

 

(2) 減薬された薬剤について、減薬前の投薬量、薬価に在院日数を乗じて、減薬で節減できた薬
剤費を計算し、これを減薬されなかった場合の薬剤費で除して、節減割合を算出した。病院の薬

剤費に節減割合、6種類以上内服する患者の割合、減薬可能な患者の割合（1%、5％、10％）を乗

じて節減可能な薬剤費を算出した。 

 

４．研究成果 

(1) 2020 年 4～12 月の 10カ月間の全入院患者の持参薬は平均 6.9 種類、中央値 6種類で、6種

類以上の患者の割合は 56.6％であった。高齢患者が少なくない総合診療科では平均 7.3 種類、6

種類以上の割合は 66.1％であった。6 種類以上内服する患者で 2 種類以上の減薬が行われた患

者 45 名（平均 75.1 歳、男女比 45：55）のデータを解析すると、減薬の前後で QOL スコアの平

均は 0.740 から 0.839 に、健康状態は 67.4 から 79.0 に、転倒リスクは 9.9 から 8.2 に改善し

た（p=0.003）。一方、眠気は 3.9 から 4.2 とやや悪化した。また、便秘は 43.9％から 14.3％に、

頭痛は 28.2％から 9.8％に改善した。 

 

(2) 6 種類以上の服薬期間は中央値 78 か月（6.5 年）であった。6種類以上の薬を飲むのが気に

なるとの回答割合は 60.5％で、その理由（複数回答）は「できるだけ種類を減らしてほしいか

ら」（69.2％）、「体調不良と関係がるかもしれないと感じるから」（30.8％）が多く、患者側に減

薬の希望が少なくないことがうかがえた。 

 

(3) 減薬を行った 64例（平均 75.5 歳、男性 50.8％）の減薬前の平均投薬数は 11.5 剤、減薬後

は 8.3 剤、減薬数は 3.1 剤であった。投与が多かった薬剤は、血圧降下剤、消化性潰瘍用剤、利

尿剤、糖尿病用剤、血管拡張剤、高脂血症剤、睡眠鎮静剤・抗不安剤などの順である。減薬割合

が高かったのは、健胃消化剤、肝臓疾患用剤、漢方製剤、止瀉・整腸剤、強心剤、精神神経用剤、

泌尿生殖器官及び肛門用薬などの順であった。 

 

(4) 6 種類以上内服の患者で減薬可能患者が 10％の場合、節減される薬剤費は月間 647 万円で

あった。この場合、わが国で節減可能な内服薬剤料は月間 17億 8,018 万円であり、薬剤総合評

価調整加算と同管理料の支出総額を加えると、節減可能な医科診療医療費は月間 124 億 657 万

円、国民医療費は月額 172 億 2,620 万円、年間 2,071 億円（国民医療費の 0.48%）と推計された。 
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